
｢漂芸慧醐学校卒鞘の採用について全国
全国中央会

3月2 Ej､高井美穂文部科学大臣政務官､高橋千

秋経済産業大臣政務官の両名か全国中央会に宋会し

(LLJ井和則厚生労働大臣政務官は公務のため欠席) ､

新規学校卒業者の採用について要請を行い､大村功

作副会長(東京都中央会会長)､市川隆治専務理事､

瀬戸実理事･事務局長が応対したo

政府として､大学等の｢就職相談員｣の配置促進

やキャリアガイダンスの推進､体験雇用を通じて正

社員への移行を削昌す｢新卒者体験雇用事業｣の創

設､未就職卒業者向けの職業訓練コースの新たな設

置及び訓練･生活支援給付の拡充を行うとともに､

新卒者就職応援プロジェクトの推進や採用意欲のあ

る中小企業等の掘り起こしr=より､関係機関が連携

して新規学校卒業者の就職支援体制の強化への取組

を説明し､このような取組を活用し､新規学校卒業

者のための採用の拡大に向けた要請を行い､大村副

会長に対し要請書を手交した｡

b"/I NPO法人茨城県環境カウンセラー協会

NPO法人茨城県環境カウンt･ラ-協会は4月1 7∈】

(士)午後1時30分から3時まで､水戸市の茨城大

学生涯学習教育研究t:ンター(旧県庁三の丸庁筈内)

で｢地球温暖化を救う太陽エネルギー～太陽光発電

(太陽電池)の基礎と応用-｣と題する講演会を開催

するo

国内･ EE]外の事情に詳しいEj本太陽エネルギー学

会の川越繁一事務局長か､市民の目線で太陽電池を

わかりやすく解説する｡環境活動をしている万や自

宅に太陽光発電装置の設置を検討されている方など

を対象に参加者を募集している｡

参加費は無料で事前の申込みか必要｡定員la:50名

で定員E=なり次第締め切る.

申込み方法は､氏名､人数､住所､ TEL･FAX番

号を記載した申込書をファックス(029125412647)

またはメール(ecokenmlya@Opal plala.or｣p)で送

信する｡

工コアク=Jヨン21いばらき地域事務局や環境NPO

いばらさなどが後援しているo

ユ1中小企業川指き

∃1戦略的基盤技術高度化支援事業を公募
¢中小企業庁

中小企業庁は､ 4月22Ejまで｢戦略白勺基盤技術高

度化事業｣の公募を行っているo技術指針で定めた

中小企業のものづくり基盤技術(鋳造､鍛造､切削､

めつき等20分野)に肇する研究開発等を促進するこ

とr=より､我が国製造業の国際競争力の強化と新た

な事業の創出を図るのかEj白勺.

｢中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関す

る法律｣に基づく認定を受けた研究開発が事業の対

象となる｡特に､複数のものつくり中小企業と､川

下製造業者や大学､公設試験研究機関等か広がりを

もって連携した取り糸且みであって､本事業の成果を

活用した製品等が明確となっている具体白勺な提案に

対して支援する｡

上限額は､平成22年度(平成23年3月31日まで)

に行う研究開発【こ要する費用の合計額か4,500万円

以下(税込み)o　全因で270件程度採択する予定o

http //wwvv.kanto.met l.gO.｣P/se】 Saku/selZOuSangYOu/

sapo】 ∩/22 ltakuhl_koubo.html

〝､ 2月の茨城県金融経済概況を公表

;三一El本銀行水戸事務所

日本銀行水戸事務所は3月5 Ej､ 2月の茨城県金

融経済概況を公表した｡

県内景気は､個人消費や喜別席投豊などの自律白勺回

復力がなあ弱いものの､内外にあける各種対策など

を背景とした輸出､生産の土営力口にclリ､緩やかに持

ち直している｡先行きについても､県内景気は持ち

直しを続けるが､公共投輩が頭打ちとなったことも

あって､そのペースは引き続き緩やかなものにとど

まると考えられるo　金融面をみると､このところ預

金が比較白勺堅調であるか､貸出は伸び悩んでいるo

企業の資金繰りについては､一部の先で改善の動き

か糸売いているが､中小企業を中心になあ厳しいとす

る先が多いo　企業の章釜需要か後退しているほか､

企業か手元資金を厚めT=する動きかあるとalられ

るo　なあ､ ｢首都圏第3の空港｣として茨城空港の開

港が予定されてあり､今後､定期J就航便やチや一夕一

便の増加などrこより､同空港の利用拡大が期待され

ている-などとしている｡


